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◆研究室紹介
本研究室は，2020年に設立された比較的新しい研究室
でです．本研究室では，光周波数コム光源（Optical 

Frequency Comb）の開発と，それを基盤とした応用計測技
術の研究を行っています．
主な研究テーマは，ファイバレーザーを用いた光コム
光源の開発，およびこれを応用したデュアルコム分光法
によるガス分子の高速・高感度分光計測，温度・濃度解
析に関する研究です．特にデュアルコムレーザーに関し
ては，研究室立ち上げから数年で独自の技術を多数創出
しており，光源開発から応用技術の開拓まで一貫して取
り組んでいます．近年では，ガス計測にとどまらず，薄
膜計測への応用展開も進めています．さらに，中赤外域
からテラヘルツ域への展開など，多様な応用分野への発
展と社会実装を目指し，学生と共に研究を推進していま
す．最近では，これらの成果が査読付英語論文誌や国内
外の学会において報告できるようになってきました．
このほか，可視域の単一周波数 CWレーザーの開発と
水中計測への応用や，系外惑星探索に向けた光コム（天文
コム）の研究についても，産業技術総合研究所と連携して
研究を進めています．光コムから CWレーザーへと広が
る研究展開も，本研究室の特徴の一つです．
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◆学生の声
「ファイバレーザーを使って計測
しない ?」と強く勧誘されて中嶋研
究室での研究生活が始まりました．
当時，私はレーザー分光に興味が
あったため，「レーザーによるガス温
度計測」を研究テーマに選びました．

中嶋研は研究成果の外部発信に強く力を入れていた
ため，B4の 11月にはポスター講演を経験していま
した．多数の場で議論する機会をいただけたため，多
角的な視点で自身の研究を見直すことができ，成長
することができました．また学生同士の交流も多く，
皆でクリスマスケーキを囲んで食べたこともありま
した．日々，様々な議論をすることができる研究室
メンバー，中嶋先生に感謝しています．

 （修士 2年　武子 尚生）
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